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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17 年 10 月７日に公表しました業績予想を下記のとおり修正いたしまし

たのでお知らせいたします。 

記 

 

１．平成 18 年 3 月期 中間業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1 日～平成 17 年 9 月 30 日） 

（１）連結                                 （単位：百万円） 
 
  

 
売   上  高  

 
経 常 利 益  

 
当 期 純 利 益  

 
前 回 発 表 予 想  （ Ａ ） 

 

 
１４，０００ 
 

 
△４１０ 

 

 
    △６８０ 
  

今 回 修 正 予 想  （ Ｂ ）  

 
  １４，１００  

 
    △２６０  

 
    △５２０  

 
増  減  額  （ Ｂ － Ａ ）  

 
     １００  

 
     １５０  

 
     １６０  

 
増    減    率 

 

 
０．７％ 

 

 
３６．６％ 

 

 
２３．５％ 

  
前期(平成 17 年 3 月期中間)実績  

 
１４，１８６  

 
     ３６３  

 
     １５４  

（２）個別                                 （単位：百万円） 
 
 
 

 
売   上  高 
 

 
経 常 利 益 
 

 
当 期 純 利 益 
  

前 回 発 表 予 想  （ Ａ ）  

 
１１，３００  

 
    △２００  

 
    △２７０  

 
今 回 修 正 予 想  （ Ｂ ）  

 
  １１，３００  

 
    △１２０  

 
    △２００  

 
増  減  額  （ Ｂ － Ａ ） 

 

 
     － 
 

 
      ８０ 
 

 
      ７０ 
  

増    減    率  

 
     －  

 
４０．０％  

 
 ２５．９％  

 
前期(平成 17 年 3 月期中間)実績  

 
  １２，０４７  

 
     ４８４  

 
     ３２８  

 

２．平成 18 年 3 月期 通期業績予想数値の修正（平成 17 年 4 月 1 日～平成 18 年 3 月 31 日） 

（１）連結                                 （単位：百万円） 
 
  

 
売   上  高  

 
経 常 利 益  

 
当 期 純 利 益  

 
前 回 発 表 予 想  （ Ａ ）  

 
３０，７００  

 
６５０  

 
       ５  

 
今 回 修 正 予 想  （ Ｂ ） 

 

 
  ３１，４００ 
 

 
     ６８０ 
 

 
      ３０ 
  

増  減  額  （ Ｂ － Ａ ）  

 
     ７００  

 
      ３０  

 
      ２５  

 
増    減    率  

 
２．３％  

 
  ４．６％  

 
５００．０％  

 
前期（平成 17 年 3 月期）実績 

 

 
３０，１４９ 
 

 
   １，４３６ 
 

 
   １，５１３ 
 

 

 

 



 

（２）個別                                 （単位：百万円） 
 
  

 
売   上  高  

 
経 常 利 益  

 
当 期 純 利 益  

 
前 回 発 表 予 想  （ Ａ ） 

 

 
２４，６００ 
 

 
     ６１０ 
 

 
     ２００ 
  

今 回 修 正 予 想  （ Ｂ ）  

 
  ２４，５００  

 
     ６９０  

 
     ２７０  

 
増  減  額  （ Ｂ － Ａ ）  

 
   △１００  

 
      ８０  

 
      ７０  

 
増    減    率 

 

 
△０．４％ 

 

 
１３．１％ 

 

 
３５．０％ 

  
前期(平成 17 年 3 月期)実績  

 
  ２４，８３３  

 
   １，２０５  

 
     １３０  

 

3．修正の理由 

 中間業績予想については、経費の抑制が図られたこと及び外貨建債権債務の期末評価替えによる

為替差損益の良化により、損失額が減少する見込みであります。 

 通期業績予想については、上記要因に加え、直近の海外子会社の業績状況も考慮すると、若干の

利益改善に留まる見込みであります。 

 

 

【業績予想に関する留意事項】 

 

 

 

以上 

上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、

今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 


